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        No. 2483
2019 年 6 月 24 日

【
う
ら
へ
続
く
】

　

25
日
、
夏
期
特
別
手
当

支
払
日
。
年
間
の
特
別
手

当
は
40
歳
一
般
資
格
１
級

モ
デ
ル
で
年
間
１
５
１
万

８
千
円
、夏
冬
同
額
。「
昨

年
よ
り
少
し
増
え
た
」「
こ

の
と
こ
ろ
物
価
が
じ
わ
じ

わ
上
が
っ
て
い
る
か
ら
、

　

夫
婦
の
老
後
資
金
が
公

的
年
金
以
外
に
２
０
０
０

万
円
必
要
と
し
た
金
融
庁

の
報
告
書
で
年
金
不
安
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

志
位
氏
は
「
年
金
へ
の

不
安
は
こ
れ
に
と
ど
ま
る

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
、

「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」

に
よ
っ
て
さ
ら
に
１
６
０

０
万
円
も
減
ら
さ
れ
る
こ

と
を
指
摘
、
そ
の
廃
止
を

求
め
ま
し
た
。そ
し
て
、ど

う
や
っ
て
「
減
ら
な
い
年

金
」
に
す
る
の
か
、
そ
の

「
減
ら
な
い
年
金
」
へ

  

高
額
所
得
者
優
遇
の
保
険
料
見
直
せ

　
　  

日
本
共
産
党
・
志
位
委
員
長
が
提
案

イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
に
カ
ン
パ
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
イ
ン
ピ
ー
ダ
ン
ス
編
集
委
員
会

否
し
た
。
卑
劣
だ
」「
財
政

制
度
審
議
会
の
提
言
か
ら

〝
給
付
水
準
低
下
〟〝
自
助

努
力
促
す
〟
と
の
文
言
が

削
除
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
共
同
通
信
の
調
査
で

も
う
目
減
り
だ
」「
会
社
の

利
益
は
過
去
最
高
、
も
っ

と
出
す
べ
き
だ
」「
不
透
明

な
評
価
に
よ
る
差
が
大
き

す
ぎ
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

組
織
見
直
し
（
７
月
１

日
実
施
）。メ
デ
ィ
ア
イ
ン

テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
研
究
所
、

サ
ー
ビ
ス
エ
ボ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
、
未
来

ね
っ
と
研
究
所
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
学
基
礎

研
究
所
で
組
織
見
直
し
。

物
性
科
学
基
礎
研
究
所
で

バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
関
係

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
新
設
。

「
大
き
な
組
織
再
編
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

老
後
資
金
２
０
０
０
万

円
問
題
。「
野
党
の
質
問
書

へ
の
回
答
を
政
府
が
報
告

書
の
不
受
理
を
理
由
に
拒

財
源
を
ど
こ
に
求
め
る
の

か
に
つ
い
て
、
▽
年
金
保

険
料
は
、
年
収
約
１
０
０

０
万
円
が
上
限
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
を
健
康

保
険
と
同
じ
年
収
約

２
０
０
０
万
円
ま
で
引
き

上
げ
る
▽
高
額
所
得
者
の

年
金
給
付
の
伸
び
を
抑
制

す
る
仕
組
み
を
導
入
す
る

―
―
こ
と
に
よ
り
、
毎
年

約
１
兆
円
の
保
険
料
収
入

が
増
え
、
そ
れ
を
「
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
の
廃

止
に
あ
て
る
こ
と
を
提
案

し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

　

年
金
額
の
改
定
は
物
価
や
賃
金
の
伸
び
に
あ
わ
せ
て
前
年
度
の
年
金
額
に

「
改
定
率
」
を
乗
じ
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
は

２
０
０
４
年
に
自
公
政
権
が
導
入
し
た
も
の
で
、「
改
定
率
」
か
ら
、
保
険
料
を

負
担
す
る
被
保
険
者
の
減
少
と
、
年
金
受
給
者
の
平
均
余
命
の
伸
び
に
基
づ
い

て
設
定
す
る
「
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
」
を
差
し
引
き
、
年
金
水
準
を
下
げ
る
仕
組

み
で
す
。

　

安
倍
政
権
は
16
年
に
「
年
金
カ
ッ
ト
法
」
を
強
行
。
物
価
や
賃
金
の
上
昇
率

が
低
く
、
そ
の
年
度
に
ス
ラ
イ
ド
調
整
率
を
差
し
引
け
な
い
場
合
も
、
次
年
度

以
降
に
繰
り
越
し
て
確
実
に
年
金
削
減
を
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
提
案
に
は

全
く
答
え
ず
「
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
」
の
説
明
を

繰
り
返
す
だ
け
。
志
位
氏

は
、「『
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
』
を
や
る
と
い
う
こ

と
は
年
金
の
水
準
を
減
ら

す
と
い
う
こ
と
だ
。
い
ま

政
治
に
求
め
ら
れ
て
い
る

の
は
、
貧
し
い
年
金
の
現

実
を
直
視
し
、
安
心
の
年

金
に
変
え
る
た
め
の
責
任

を
果
た
す
こ
と
で
あ
り
、

（
金
融
庁
の
）報
告
書
を
隠

ぺ
い
す
る
こ
と
で
は
な

い
」
と
厳
し
く
批
判
し
ま

し
た
。

党首討論
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

デニー知事
　全国キャラバン開始

辺野古・沖縄　声を上げて

　

デ
ー
タ
に
誤
り
が
あ
る

な
ど
「
適
地
」
と
す
る
根

拠
が
崩
壊
し
て
い
る
の
に
、

防
衛
省
は
陸
上
自
衛
隊

新あ
ら
や屋
演
習
場
（
秋
田
）
と

山
口
県
萩
市
を
陸
上
イ
ー

ジ
ス
・
ミ
サ
イ
ル
迎
撃
基

地
の「
適
地
」と
固
執
。
そ

の
理
由
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発

射
基
地
が
あ
る
舞
水
端
里

陸
上
イ
ー
ジ
ス

「
適
地
」
の
秋
田
・
萩
は
ハ
ワ
イ
・

  
グ
ア
ム
射
程
の
直
下

　  

　
米
国
防
衛
の
た
め
だ
っ
た

水で宇宙推進 超小型衛星開発

　　東大などの研究チーム

は
麻
生
金
融
担
当
相
の
受

け
取
り
拒
否
に〝
問
題
だ
〟

が
71
％
。
公
的
年
金
制
度

へ
の〝
不
信
〟も
63
％
だ
っ

た
」「
20
日
、野
党
は
参
議

院
に
麻
生
大
臣
の
問
責
決

議
案
、
衆
議
院
に
不
信
任

決
議
案
を
提
出
し
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

山
形
新
潟
地
震
、Ｍ
６
・

７
（
18
日
）。「
新
潟
県
で

震
度
６
強
、
山
形
県
で
６

弱
だ
っ
た
」「
震
源
地
は
日

本
海
縁
の
ひ
ず
み
が
溜
ま

り
や
す
い
場
所
だ
。
過
去

に
も
大
き
な
地
震
が
何
度

も
発
生
し
て
い
る
」「
浅
い

海
だ
か
ら
津
波
は
発
生
後

す
ぐ
に
到
達
す
る
」「
東
久

留
米
の
９
階
建
て
で
揺
れ

を
感
じ
た
」「
小
刻
み
の
地

震
動
で
屋
根
瓦
が
落
ち
た

家
が
多
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

山
口
県
萩
市
の
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
説
明

会
。「
防
衛
省
が
市
の
行
政

推
進
員
に
説
明
会
の
広
報

を
さ
せ
て
い
た
」「
こ
こ
で

も
高
さ
の
デ
ー
タ
が
違
っ

て
い
た
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

香
港
の
デ
モ
、
２
０
０

万
人
（
16
日
）。「
４
人
に

１
人
だ
。
す
ご
い
」「
香
港

政
府
は
審
議
停
止
を
表
明

し
た
が
、
市
民
は
撤
回
を

要
求
し
て
い
る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
で
12

歳
の
岡
本
碧み
す
ぐ優
選
手
が
優

勝
。「
ス
ケ
ボ
ー
界
の
最
高

峰
国
際
大
会
で
の
中
学
生

の
快
挙
は
す
ご
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ビ
ワ
は
今
年
は
実
が

た
く
さ
ん
成
っ
た
」「
一
年

お
き
だ
」

を
中
心
と
し
た
地
図
を

「
正
射
方
位
図
法
」で
描
く

と
、
秋
田
・
萩
の
両
市
は

舞
水
端
里
と
米
ハ
ワ
イ
・

グ
ア
ム
を
結
ぶ
直
線
（
大

円
軌
道
）
の
直
下
に
位
置

し
て
い
ま
す（
図
）。
陸
上

イ
ー
ジ
ス
は「
日
本
防
衛
」

で
は
な
く
「
米
国
防
衛
」

の
た
め
だ
っ
た
の
で
す
。

　

米
戦
略
国
際
問
題
研
究

所
の
昨
年
５
月
の
報
告
書

は
、「（
日
本
の
）
イ
ー
ジ

ス
・
ア
シ
ョ
ア
は
ハ
ワ
イ

や
グ
ア
ム
、
米
本
土
東
海

岸
と
い
っ
た
死
活
的
な
地

域
や
戦
略
的
な
港
湾
・
基

地
を
防
護
す
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
陸
上
イ
ー
ジ
ス

の
ね
ら
い
を
あ
け
す
け
に

述
べ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
６
月
の
米
朝
首
脳

会
談
を
前
後
し
た
対
話
の

流
れ
の
な
か
で
必
要
性
自

体
が
消
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

６
０
０
０
億
円
も
の
巨
額

な
費
用
を
投
じ
て
導
入
す

　

沖
縄
県
の
玉
城
知
事
が

全
国
各
地
を
回
る
「
Ｗ
ｅ

　

Ｌ
ｏ
ｖ
ｅ　

Ｏ
ｋ
ｉ
ｎ

を
停
止
す
る
な
ど
、
法
の

解
釈
を
ね
じ
曲
げ
て
工
事

を
強
行
し
て
い
る
こ
と
を

あ
げ
、「
こ
う
い
う
こ
と
が

続
く
と
日
本
の
民
主
主
義
、

地
方
自
治
も
成
り
立
た
な

く
な
る
」
と
訴
え
、「
国
民

が
声
を
あ
げ
て
ほ
し
い
。

声
を
上
げ
な
か
っ
た
ら
政

府
は
や
り
た
い
ほ
う
だ
い

で
す
。
み
な
さ
ん
の
言
葉

で
政
治
を
変
え
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

「
こ
う
の
と
り
」８
号
機
で

国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
運
ば
れ
、
日
本
実
験
棟

「
き
ぼ
う
」か
ら
放
出
さ
れ

る
見
通
し
で
す
。

　

水
は
安
全
性
が
高
く
、

将
来
、
月
な
ど
地
球
外
で

の
活
用
も
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

東
大
の
小
泉
准
教
授
と

浅
川
特
任
助
教
ら
は
、
宇

宙
空
間
の
真
空
を
利
用
し
、

装
置
内
部
で
少
し
ず
つ
蒸

発
さ
せ
て
圧
力
を
高
め
、

水
蒸
気
を
外
に
噴
射
し
て

推
力
を
得
る
仕
組
み
の
エ

ン
ジ
ン
を
開
発
。
１
Ｕ
と

呼
ば
れ
る
超
小
型
衛
星
の

基
本
サ
イ
ズ
（
１
辺
が
約

10
セ
ン
チ
の
立
方
体
）
に

収
め
ま
し
た
。

　

年
度
内
に
無
人
補
給
機

る
必
要
は
何
ら
あ
り
ま
せ

ん
。

ａ
ｗ
ａ
デ
ニ
ー
知
事
ト
ー

ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
が
11
日
、

都
内
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

玉
城
知
事
は
基
調
講
演

で
辺
野
古
新
基
地
に
つ
い

て
、「
辺
野
古
が
唯
一
と
い

う
が
、
ど
こ
と
比
較
し
て

唯
一
な
の
か
、
工
事
が
い

つ
ま
で
続
く
の
か
、
い
く

ら
か
か
る
の
か
、
政
府
は

一
度
も
示
し
て
い
な
い
」

と
批
判
。
さ
ら
に
県
の
辺

野
古
埋
め
立
て
承
認
撤
回

に
対
し
て
、国
が
「
私
人
」

を
名
乗
っ
て
撤
回
の
効
力

秋田大・福留高明元准教授作成


